
人口減少や少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少により、地域のくらしや経済を支える担い手が不足する状況にあることに加え、産業構造の変化が活発化し、それを支え

る人材のニーズもめまぐるしく変化している中、本道における職業能力開発施策も、生産年齢人口の減少を踏まえつつ、各産業分野における中長期的な人材ニーズの変化

に対応したものとすることが重要であることから、今後取り組む基本的施策の方向性を示し、職業能力開発施策の効果的な実施を推進するもの。

第12次北海道職業能力開発計画（素案） 概要

現

状

人口の推移 ①人口減少・高齢化の進行 ②労働力人口の減少

雇用・就業の状況 ①多くの職種で人材の不足が深刻化 ②多様な働き手が活躍

景気動向・産業構造
①宿泊・飲食業や農林水産業、製造業で、多くの人手不足が見込まれる
②ＡＩ・ロボット等利活用人材を含む専門職はほぼ全ての産業で不足する可能性

キャリア形成
①労働者の多くは費用・時間面で自己啓発に係る問題を感じている
②企業は指導する人材不足や人材育成を行う時間がない

課

題

北海道に強みのある分野や成長が見込まれる分野、地域を支える分
野において必要な人材を戦略的に育成・確保

多様な労働者それぞれの職業能力開発ニーズに応じた支援策による、
社会全体としてのスキルの底上げ

能力開発における労働者や事業主が抱える問題点に対応した支援

地域や産業を支えていくための、技能労働者の能力向上や技能継承
の取組の推進

公共職業訓練（委託訓練）入校者に
おける情報系、人手不足分野の

訓練課程の入校者の割合
目標値：70.0%

高等技術専門学院
（施設内訓練）の
既卒者の入校者数
目標値：100人

公共職業訓練（委託訓練）の
修了生における就職率

目標値：74.0%

高等技術専門学院における
訓練生と在職者の
合同訓練の実施数

目標値：16コース実施

道が実施する
技能検定の合格者数
目標値：4,000人

第1部 総説

計画
の
趣旨

令和８年度～令和12年度の５年間計画期間

第２部 北海道の職業能力開発を取り巻く現状と課題

第３部 職業能力開発の実施目標と方向性 第４部 北海道における職業能力開発の基本的施策

第５部 計画の推進 (1)関係機関等との連携 適切な役割分担のもとで、取組を効果的に推進

(2)点検評価 実績把握や指標により推進管理を行うとともに、施策の改善に取り組む

実 施 目 標 基 本 的 施 策

１ 地域、産業、時代のニーズを
踏まえた人材の育成・確保

(1)本道に強みのある分野や成長分野における人材育成の推進
(2)地域や産業を支える人材の育成・確保

(3)デジタル化などの社会経済の動きを踏まえた職業能力開発の推進
(4) ＵＩＪターンなどによる人材の誘致

５年後の
目指す姿

産業分野ごとの中長期的な人材ニーズの変化を見据え、戦略的な人材の育成・確保
が行われ、多くの優れた人材が、本道経済の持続的な発展を支えている。

個人による自律的・主体的な能力開発・キャリア形成と、企業による能力開発機会の
提供を通じて、労働生産性や処遇の向上を伴いつつ、多様な労働者がそれぞれの希望
するキャリアプランに応じた働き方を実現している。

２ 多様な方々の労働参加に
向けた職業能力開発の推進

(1)女性に対する職業能力開発
(2)若年者に対する職業能力開発
(3)長期無業者等に対する職業能力開発

（４）高齢者に対する職業能力開発
(5)障がい者に対する職業能力開発
(6)非正規雇用労働者に対する職業能力開発

（７）季節労働者に対する職業能力開発
（８）外国人労働者の活躍促進
(9)雇用情勢に対応した職業能力開発

３ 個人のキャリア形成や
リスキリングの支援の充実

(1)キャリア意識の醸成とキャリア形成支援 (2)個人の職業能力開発・リスキリング支援 (3)企業等に対する人材育成支援

４ 現場を支える技能の振興 (1)技能尊重機運の醸成 (2)技能労働者の能力向上と技能継承、人材確保の推進

指 標


